




























































































































































































































































































































































などを明らかにする研究が行われ始めている（青木 2007，大澤 2008，神原 2009）。
また，2009年９月に開催された日本教育社会学会第61回大会でも，課題研究のテ
ーマとして「子どもの貧困と教育」が取り上げられている。「子どもの貧困」は社
会問題にもなっており，「子育て・家庭教育に関する研究」においても，この問題
に特化した研究が求められよう。
「子育て支援に関わる研究」は，近年，始まったばかりである。したがって，今
のところ，事例研究や実践研究が多く，研究の視点や分析の枠組みは探索的であ
る。研究を精緻化する作業は今しばらくかかるであろう。そのことを前提に，研
究の課題を示しておくと，第一の課題は，子育て支援の資源配分における格差に
着目することである。「子育て・家庭教育に関する研究」では，子育て家庭の子育
てにかける資源と教育戦略が子どもの教育達成やその後の地位形成を左右し，そ
れが結果的に階層格差，貧困を固定化する可能性にあることが指摘されている。
であるとするならば，今日の制度や取組みを通じた子育て資源の配分が，格差や
貧困の是正につながるのか，それともそれを固定化することになるのか，検討が
必要になってこよう。この課題は，子育て支援をめぐる社会的排除の問題でもあ
る。支援の制度や取組みが，ある一定層の親子を支援から排除することになって
いないかどうか，そのことによって階層格差や貧困を再生産することになってい
ないかどうか，排除の対極にある包摂のメカニズムも含めて，研究を進めていく
必要があると思われる。
第二は，子どものケアをめぐって生じる支援者と保護者との間の葛藤に着目す
ることである。家族内の性別役割規範が弛緩したり，子どもの養育・教育の市場
化が進んだりするなかで，子どものケアについての保護者の意識に，ある部分，
無規制なところが生じている。また，「教育する家族」の広がりにより，「我が子」
意識に基づく子育て，すなわち子育ての私事化が進んでいる。こうしたことを踏
まえると，子育ての支援者と保護者の間で子どものケアをめぐる意識に違いが生
じているものと思われる。また，そのことによって，両者の間に葛藤が生じてい
るものと予想される。子育て支援を機能させていくためには，葛藤の回避や調整
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が不可欠であろう。また，支援者と保護者の間でなにがしかの合意が必要であろ
う。子どものケアをめぐる葛藤とその回避，調整，さらには合意形成の過程を研
究することが課題となってくるものと思われるのである。
第三に，地域の子育て支援の構造に着目することである。子育て支援が多様
化・多元化するなかで，地域の支援の構造は見えにくくなっている。しかし，支
援という営みが地域の社会構造に規定されつつ展開するものであれば，そこには
社会的な構造が見て取れるはずである。さらにネットワークの形成のような動的
な側面も視野に入れるならば，構造の生成や維持，変容も見て取れるはずである。
であればこそ，地域で子育て支援を提供している主体と主体の間の関係や育児ネ
ットワークの形成にも着目しつつ，地域社会における支援の構造を動的に解明し
ていくことが，研究の課題になると思われる。付言すれば，その際，大きな手が
かりを与えてくれるのが，ネットワーク論やソーシャル・キャピタル論であろう。
この他，コミュニティ形成の観点から子育て支援が果たす機能を検討していく
ことも課題である。白神（2001）は，子育てサークルや子育て支援団体等の活動
が，地域住民のなかに「子育て」という共同作業を生みだし，住民相互の連帯意
識を創出することに着目し，子育て支援がコミュニティの構築の鍵になると論じ
ている。地域において人々のつながりが希薄化し，共同体としての機能が弱まっ
ている現在，地域で展開する子育て支援活動がコミュニティの再編や形成につな
がるのかどうか，その点の探求も課題の一つである。
註
(１) これは，大正期に新中間層の子育てモデルとして出現したものである。新中間層の子
育てでは，無垢さや純真さなどののびのびとした子どもらしさ（童心主義）を残しなが
らも，同時に，礼儀や生活習慣をきちんと身につけ（厳格主義），かつ進学するのに十
分な知識や学力を身につけた（学歴主義）子ども（「パーフェクト・チャイルド」）を育
てることが理想とされた。そのため，母親は，子どもを絶えず見守り，きめ細やかに子
どもの教育に配慮する「パーフェクト・マザー」になることを目指すこととなった（広
田 1999，pp. 63－65）。
(２) 「教育する家族」の５つの類型は，高学歴・高所得の夫と高学歴・専業母からなる
“典型的な”〈教育する家族〉，夫婦とも高学歴・専門技術職であり，夫婦協働で家事・
育児を行うという“脱近代型"の〈教育する家族〉，夫婦ともに中学歴の中間層であり，
“新・性別役割分業"型の〈教育する家族〉，労働者層を中心とする低階層の〈教育する
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意志はある〉が十分には〈教育できない家族〉，〈教育する意志はあいまい〉で〈教育で
きそうにない家族〉である（神原 2004，pp. 195－198）。
(３) 石黒（2004）によると，『たまごクラブ』や『ひよこクラブ』に代表される「共感型」
の育児雑誌とは，医師や専門家による「啓蒙」的な上からの知識伝達を中心に据えた雑
誌ではなく，読者たちや専門家の具体的かつ実践的な育児知識を水平に列挙した雑誌の
ことである。
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